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論文内容要旨
目的
 子宮内避妊装具(IUD)の作用機構については,尚,完全に解明されていないが,亙UDは目
 下の所受胎調節法の中では,最も危険性が少ないのみならず,最も経済的で有効な方法とされて
 いる。本研究の目的は以下3つの研究によってIUD使用効果を更に明らかにすることである。
 1,lUDの長期挿入使用によって生じた臨床副作用,特に,月経パターンの変化,月経痛あ
 るいは腹痛及び不正出irILを調査し,統計学的分析によってその意義を知ること。
 2.使用中止の原因を分析すること。
 3.1UDに関与する医学的要因(medicalcorrelates)としての子宴の大小および位置と
 使用中止率との関連憾を研究すること。
 調査対象と方法
 著者は台湾省家族計画研究灰の資料をもとにして,1962年から1969年の7年間,亙UD
 (Llppesioop)第一回目使用の台湾婦人8・130名に対し追跡調査し,その使用筋後の資料
 を分析し,生命表法に基き粗累積中止率(grosscumaiavtlve箆rmh}ationrates)を算
 出した。
調査成績
 その主な成績は以下の通りである。
 生.月経周期との影響は,規則的周期の婦人は,使用前81.4%から使用後60.3%に減少し,
 使用前不規則だった例では,1,363名。)中挿入後546名(鱒、生彩)の月経周期は,規劉的に
 なった。(P〈0・005)IU璽)使用後は,月経期間の延長と月経量の増加が認められた。(P〈
0,005)
 2・王UD使用前,月経痛のない婦人は71.i彫であったが,挿入後その約半数(50.4%)に
 月経痛を認めた。しかし,使用前に月経痛のあった婦人では使用後その20.9%は月経痛が消失
 した。
 3.IUD使用前不正出血のなかった婦人の約半数(54.5%)では使用後に不正出血を認める
 ようになり,また,使用前不正出血のあった例はすべて使用後も不正出血が認められた。
 4・婦人科疾患の合併症は,ほとんど認められなかった。
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 5、7年間に,1びD使用を中止した5,808例(65、3%)の理由0)内訳は,脱出率25。5%,
 除去率63.2%と妊娠率1L3%であった。残りの2,822名(34・7%)の婦人はIUDの使用を
 続けていた。除去の理由には11JDの安全性に対する自信欠如が最も多く,33.7%を占め,次
 いで不正出血30、8箔,再妊娠希望14,8%の順であった。
 6.子宮の大きさと工UDの粗累積中止率の関係を検討した結果,子宮の大きさが小さいもの
 では脱路率と個入の理由による除去率は,子宮の大きいものより高いが,妊娠率と医学的除去率
 は,より低いことが認められた。なお,予密の位置と粗累積中止率との関連は,認められなかった。
結論
 以上の研究結果より,以下の結論が得られた。
 i.IUI)を使用した婦人には,不正路面を認める率が明らかに多くなったが,月経周期や月経
 痛に対する影響は少なく,その他の婦人科疾患の合併症はほとんど認められなかった。
 2・IUDに関与する医学的要因(medicaicorrei撮es)としての子宮の大小および位置は,
 IUDの粗累旛中止率(grosscumulativeter拠inationrates)と関連することを初めて明
 ら力刈こした。
 3.亙琴Dを中止する原因にIUDの安全性に対する自信欠如が多いことから,IUDの普及を
 促進するためには,医者と家族計画指導員が使用者に対して教育指導を行うとともに王UDの安
 全性に対する信頼感を得させる事が璽要である。
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 審査結果の要旨
 本研究は,台湾省家族計画研究所(InstlmteofFamilyPlanning,TaiwanProvlncial
 RealthDepartment)のOlinico{TalchungMedicalFonow一琶pS磁dyにおいて,平均
 年齢3G.4才の台湾婦人8,130名にIUD(主にLippesloop)を装着し,1962年から
 1969年までの7年間に互って追跡し,王UDの副作用の発生および使用中断率(tefmlnation
 rate)の経年的変化に関して統計学的解析を行なった研究である。
 副作用の発生に関しては,副作用として,主に,月経の周期性,月経期間,月経血量および月
 経困難症を取り上げ,IUD装着後における,これらの月経状態の変化を検討している。その結
 果、従来,IUI)の副作胴として推測の域を出なかった,上記の月経の状態の変化がIUDによ
 るものであることを統計学的に明らかにした。
 次に,1UDの使用中断率を経年的に追跡し,中断率を増加させる因子について解析を行なっ
 ている。7年間に亙る追跡調査の結果,継続的使用が中断される原因を,それぞれの原因の頻度
 が総装着例中に占める割合でみると,個人的理由(22,2%),医学的理由(19.1%),自然
 脱患(16、6%),装着中の妊娠(7,3%)の順であり,装着7年後の使屑継続例は34.7%で
 あったという。さらに,これらの原霞の内訳をみると,個人的理由では,自信の欠如が最も多く,
 ついで,妊娠希望,子宮癌恐怖,卵管不妊手術施行の順であり,使用中断率を減少させるために
 は,王UD装着前に,王UDに関して,被装着者の理解を得ることが極めて重要であると強調し
 ている。
 自然脱出に関しては,その原因を解明する1つの手懸りとして,子宮の大きさと自然脱畠との
 関係を検討している。すなわち,子宮の大きさを大,中,小の3群に分け,それぞれの群毎に,
 圭1∫e4ableme偽odを用いて,粗累積使用中断率(gmsscumu圭aHvetermi玲ation田te,
 GOTR)を求め,各群間で比較する方法を用いている。その結果,GGTRはいずれの群でも装
 着後2年までは急速に上昇するが,2年以後は,大子宮では殆んど変化しないのに対して,小子
 宮では,さらに上昇を続け,3群中,GGTRが最も高くなることを明らかにした。この成績から,
 子宮の大きさに相応したIUDを使用することが,GOTRを減少させるのに必要であると結論
 し,従来,経験的に推測されていた事実を統計学的に明らかにした。
 従来,IUDの使用中断に関与する種々の要因は,臨床的にのみ推測され,統計学的解析は行
 なわれていなかった。本研究は,これらの要因に関して,大標本を用いて,統計学的に,特に
 llfe-tablemethodによって解析を行い,今後,1UDの使用中断率を低下させるための,極
 めて信頼すべき方策を提示したものと考えられる。従って,本研究は学位を与えるに値するもの
 と判定した。
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